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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
百
之
助
が
卒
業
し
て
１
３
年
…
百
之
助
の
娘
た
ち
が
百
合
ヶ
丘
に
入
学
す
る
。
彼
女
た
ち
は
戦
場

を
ど
う
歩
ん
で
い
く
の
か
…
…

　「
ア
サ
ル
ト
リ
リ
ィ
と
呼
ば
れ
た
男
」
を
読
ん
で
る
の
が
前
提
の
作
品
で
す
ご
了
承
下
さ
い
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

設
定
１
　

1

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

プ
ロ
ロ
ー
グ
　

11

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

門
出
　

16

─
─
─
─
─
─
─
─

自
己
紹
介
大
会
?
　

20

─
─
─
─
─

入
学
式
、
そ
し
て
決
闘
!?
　

27

ク
ラ
ス
分
け
。
そ
し
て
父
と
、
母
の
元
戦
友
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

32





設
定
１

　　
船
坂
　
結
（
ふ
な
さ
か
　
ゆ
い
）

　
年
齢
　
１
２
歳

　
身
長
　
１
５
０
ｃ
ｍ

　
誕
生
日
　
１
２
月
８
日

　
レ
ア
ス
キ
ル
　

　
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ン
サ
ー
（
Ｓ
級
）　
フ
ァ
ン
タ
ズ
ム
　
ラ
プ
ラ
ス
　
天
の
秤
目

　
使
用
チ
ャ
ー
ム
　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
（
世
代
不
明
）

　
使
用
武
器
　

　
１
４
年
式
南
部
拳
銃
　
刀
（
雷
電
）
ク
ロ
ス
ガ
ー
ド
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー

　
ス
キ
ラ
ー
数
値
　
測
定
不
能
（
機
器
を
破
壊
し
た
た
め
）

　　
百
之
助
と
夢
結
の
娘
。
戦
う
こ
と
に
関
し
て
は
姉
弟
た
ち
の
中
で
最
も
才
能
が
あ
る
。
三
次
元
高

機
動
戦
闘
を
得
意
と
す
る
。
ま
だ
錬
成
出
来
て
い
な
い
が
百
之
助
曰
く
「
俺
は
も
う
結
に
戦
い
で
教
え

ら
れ
る
こ
と
は
も
う
無
い
」
と
、
言
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
双
子
の
弟
が
お
り
、（
弟
の
方
は
陸
軍
士
官

1



学
校
付
属
中
に
進
学
）
と
て
も
仲
が
良
く
、
互
い
に
銃
を
交
換
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
愛
国
心
が
あ
り
、
戦

う
こ
と
は
国
民
の
義
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。
我
慢
強
い
。
通
常
の
リ
リ
ィ
の
３
０
０
倍
の
マ
ギ
保
有

量
を
持
つ
。

　　
船
坂
　
天
音
（
ふ
な
さ
か
　
あ
ま
ね
）

　
年
齢
　
１
２
歳

　
身
長
　
１
５
２
ｃ
ｍ

　
誕
生
日
　
１
２
月
９
日

　
レ
ア
ス
キ
ル

　
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ン
サ
ー
　
フ
ァ
ン
タ
ズ
ム
　
天
の
秤
目
（
Ｓ
級
）　
ヘ
リ
オ
ス
フ
ィ
ア

　
使
用
チ
ャ
ー
ム
　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
─
０
２
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
（
世
代
不
明
）

　
使
用
武
器
　
Ｍ
７
１
２
　
刀
（
紅
葉
）
ク
ロ
ス
ガ
ー
ド
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー

　
ス
キ
ラ
ー
数
値
　
測
定
不
能
（
上
と
同
じ
）

　
百
之
助
と
天
葉
の
娘
。
戦
う
こ
と
が
好
き
で
、
止
め
ら
れ
る
者
は
い
な
い
。
遠
距
離
射
撃
を
得
意
と

す
る
。
結
と
は
仲
が
悪
い
よ
う
に
見
え
る
よ
う
だ
が
実
は
仲
が
よ
く
背
中
を
合
わ
せ
ら
れ
る
相
手
だ

と
互
い
に
認
め
て
い
る
。

　
腹
違
い
の
妹
、
椿
と
は
仲
が
良
く
一
緒
に
よ
く
寝
て
い
る
。
マ
ギ
保
有
量
は
結
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
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船
坂
　
椿
（
ふ
な
さ
か
　
つ
ば
き
）

　
年
齢
　
１
２
歳

　
身
長
　
１
５
０
ｃ
ｍ

　
誕
生
日
　
１
２
月
９
日

　
レ
ア
ス
キ
ル
　

　
フ
ァ
ン
タ
ズ
ム
　
ヘ
リ
オ
ス
フ
ィ
ア
　
ゼ
ノ
ン
パ
ラ
ド
キ
サ
　
ブ
ー
ス
ト

　
使
用
チ
ャ
ー
ム
　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
３
ロ
ー
リ
エ
（
世
代
不
明
）

　
使
用
武
器
　
ノ
ー
マ
ル
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
　
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
　
Ｍ
Ｋ
１
３

　
ス
キ
ラ
ー
数
値
　
測
定
不
能
（
上
に
同
じ
）

　
百
之
助
と
楠
美
の
娘
。
引
っ
込
み
思
案
で
気
が
弱
い
が
戦
い
に
な
る
と
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
普
段
の

性
格
に
は
似
つ
か
な
い
大
胆
な
戦
闘
を
す
る
。
機
動
戦
闘
を
得
意
と
す
る
が
結
と
比
べ
る
と
接
近
戦

を
多
様
す
る
。
天
音
と
は
と
て
も
仲
が
良
い
。
マ
ギ
保
有
量
は
他
の
二
人
に
比
べ
る
と
若
干
見
劣
り

す
る
。

　　
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
・
フ
リ
ー
デ
グ
ン
デ
・
フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ト
ー

　
年
齢
　
１
２
歳

3



　
身
長
　
１
５
５
ｃ
ｍ

　
誕
生
日
　
１
２
月
１
０
日

　
レ
ア
ス
キ
ル
　

　
ゼ
ノ
ン
パ
ラ
ド
キ
サ
（
Ｓ
級
）
フ
ェ
イ
ズ
ド
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
ス
　
ヘ
リ
オ
ス
フ
ィ
ア
　
フ
ァ
ン
タ
ズ

ム　
使
用
チ
ャ
ー
ム
　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
４
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム

　
使
用
武
器
　
ノ
ー
マ
ル
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
　
Ｍ
１
９
１
１
Ａ
１

　
ス
キ
ラ
ー
数
値
　
９
９

　
ロ
ザ
リ
ン
デ
の
娘
、
父
親
は
海
軍
少
将
で
あ
る
船
坂
直
（
第
２
次
台
湾
奪
還
戦
で
戦
死
。
百
之
助
か

ら
見
て
外
戚
縁
）
現
在
は
ロ
ザ
リ
ン
デ
と
百
之
助
が
戸
籍
上
は
親
と
な
っ
て
る
。
本
人
は
あ
ま
り
気
に

し
て
い
な
い
。
基
本
的
に
お
っ
と
り
し
て
い
る
が
戦
闘
に
お
い
て
の
投
射
火
力
に
よ
る
殲
滅
力
は
随

一
で
あ
る
。
マ
ギ
保
有
量
は
母
親
譲
り
で
百
之
助
の
娘
た
ち
と
比
べ
て
も
少
な
い
が
一
般
的
な
リ

リ
ィ
と
比
べ
て
２
０
０
倍
は
あ
る
。（
ロ
ザ
リ
ン
デ
は
卒
業
後
運
命
の
囚
人
と
な
っ
て
い
る
）

　　
チ
ャ
ー
ム
紹
介

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ

　
船
坂
家
の
試
作
型
次
世
代
チ
ャ
ー
ム
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
ガ
ン
ダ
ム
。
全
て
花
の
名
前
を
採
用
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し
て
い
る
が
必
ず
し
も
ガ
ン
ダ
ム
を
元
に
し
て
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
武
装
や
バ
ー
ニ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
を
含
め
て
チ
ャ
ー
ム
一
つ
を
成
型
す
る
。

　　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
ナ
ス
タ
チ
ウ
ム

　
空
間
、
機
動
戦
闘
に
特
化
し
た
機
体
で
あ
る
。

　
武
装

　
マ
ギ
ビ
ッ
ト
フ
ィ
ン
フ
ァ
ン
ネ
ル

　
コ
の
字
型
に
な
る
大
型
の
マ
ギ
ピ
ッ
ト
、
ラ
イ
フ
ル
ビ
ッ
ト
の
強
化
発
展
型
で
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の

左
右
に
付
い
て
る
フ
ァ
ン
ネ
ル
ラ
ッ
ク
に
装
備
す
る
６
機
を
装
備
す
る

　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

　
新
規
開
発
し
た
も
の
で
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
で
は
無
い
こ
っ
ち
は
考
え
る
だ
け
で
展
開
伸
縮
可
能
で

あ
る
。
２
機
を
フ
ァ
ン
ネ
ル
ラ
ッ
ク
内
部
に
装
備
す
る
。

　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
砲
撃
モ
ー
ド
、
連
射
モ
ー
ド
、
通
常
モ
ー
ド
が
あ
る
。
マ
ギ
の
消
費
は
激
し
い
が
最
も
攻
撃
力
の
高

い
兵
装
で
、
威
力
調
節
が
可
能
な
為
取
り
回
し
が
良
い
。
ま
た
銃
身
下
部
に
近
接
戦
闘
用
の
ジ
ュ
ッ
テ

を
装
備
、
こ
れ
に
よ
り
あ
る
程
度
の
近
接
戦
闘
が
可
能
で
あ
る
。
後
ろ
腰
に
装
備
す
る

　
ハ
イ
パ
ー
バ
ズ
ー
カ
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名
の
通
り
バ
ズ
ー
カ
砲
で
背
中
の
ラ
ッ
ク
に
接
続
す
る

　
防
御
兵
装

　
マ
ギ
リ
フ
レ
ク
タ
ー

　
主
に
ヒ
ュ
ー
ジ
が
使
う
も
の
だ
が
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
全
て
で
展
開
可
能
で
あ
る
。

　
シ
ー
ル
ド

　
対
ビ
ー
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ミ
サ
イ
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
装
備
す
る
（
装
弾
数
２
発
）

　
機
動
ユ
ニ
ッ
ト

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
バ
ー
ニ
ア
ス
ラ
ス
タ
ー
で
行
う
マ
ギ
が
切
れ
た
と
き
の
た
め
に
フ
ァ
ン
ネ
ル

ラ
ッ
ク
基
部
に
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
が
接
続
さ
れ
て
お
り
そ
こ
か
ら
燃
料
を
使
用
す
る
（
パ
ー
ジ
可

能
）

　
元
に
し
た
の
は
Ｈ
ｉ
ν
ガ
ン
ダ
ム

　　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
２
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ

　
長
距
離
砲
撃
に
よ
る
大
火
力
殲
滅
に
特
化
し
た
機
体

　
武
装

　
ア
ト
ミ
ッ
ク
バ
ズ
ー
カ

　
ア
ト
ミ
ッ
ク
バ
ズ
ー
カ
と
言
い
な
が
ら
核
弾
頭
を
使
用
し
な
い
が
威
力
は
戦
術
核
に
匹
敵
す
る
。
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ノ
イ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
の
４
０
倍
の
火
力
で
装
弾
数
一
発
で
あ
る
。

　
砲
身
部
と
薬
室
部
が
独
立
し
て
お
り
、
薬
室
部
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
右
側
に
セ
ッ
ト
さ
れ
砲
身
は
シ
ー

ル
ド
に
格
納
す
る
。
使
う
場
合
は
薬
室
部
が
背
中
側
か
ら
右
肩
に
展
開
さ
れ
、
そ
こ
に
砲
身
を
接
続
す

る
。
な
お
、
威
力
の
調
節
は
可
能
で
あ
る
。

　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
の
物
を
長
銃
身
化
し
た
も
の
で
狙
撃
能
力
を
有
す
る

　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
の
と
同
じ
物
で
、
両
腰
に
２
機
装
備
す
る
。

　
防
御
兵
装

　
シ
ー
ル
ド

　
耐
ビ
ー
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
シ
ー
ル
ド
で
ア
ト
ミ
ッ
ク
バ
ズ
ー
カ
の
砲
身
部
を
格
納
す
る
。

そ
の
為
大
型
に
な
っ
て
い
る
。

　
マ
ギ
リ
フ
レ
ク
タ
ー

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
と
同
じ

　
機
動
ユ
ニ
ッ
ト

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と
両
肩
部
の
大
型
ス
ラ
ス
タ
ー
（
大
型
ス
ラ
ス
タ
ー
は
肩
で
は
な
く
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

に
接
続
さ
れ
て
い
る
）
を
使
う
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元
に
な
っ
た
の
は
Ｒ
Ｘ
ー
８
７
Ｇ
Ｐ
ー
０
２
サ
イ
サ
リ
ス

　　　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
３
ロ
ー
リ
エ

　
機
動
戦
（
近
接
）
に
特
化
し
た
機
体

　　
武
装

　
ア
サ
ル
ト
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
連
射
型
に
し
た
物
。

　
近
接
長
刀

　
全
長
１
４
０
セ
ン
チ
に
も
及
ぶ
長
刀
、
低
振
動
術
式
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
右
側

に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
と
変
わ
ら
な
い
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
左
側
上
部
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。

　
防
御
兵
装

　
マ
ギ
リ
フ
レ
ク
タ
ー

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
と
同
じ
。
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機
動
ユ
ニ
ッ
ト

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と
２
機
の
大
型
ウ
イ
ン
グ
に
バ
ー
ニ
ア
ス
ラ
ス
タ
ー
が
付
い
て
い
る
。

　
ウ
イ
ン
グ
の
バ
ー
ニ
ア
ス
ラ
ス
タ
ー
を
全
開
に
す
る
と
光
の
翼
の
よ
う
な
も
の
が
展
開
さ
れ
る
が

原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　　
ま
た
、
元
に
な
っ
た
機
体
が
存
在
し
な
い

　　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
４
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム

　
砲
撃
遠
距
離
支
援
に
特
化
し
た
機
体

　
武
装

　
ミ
サ
イ
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ナ

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
左
側
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
、
亜
空
間
に
繋
が
っ
て
い
る
た
め
何
発
で
も
発
射
可
能
、

上
限
４
０
０
発
。
大
き
さ
は
４
０
ミ
リ
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
弾
帯
サ
イ
ズ
だ
が
威
力
は
巡
航

ミ
サ
イ
ル
に
匹
敵
す
る
。（
マ
ギ
リ
フ
レ
ク
タ
ー
を
ガ
ン
無
視
し
て
貫
通
す
る
）
発
射
す
る
場
合
脇
下

か
ら
左
手
に
持
ち
斉
射
す
る

　
大
型
ビ
ー
ム
砲
「
ト
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
」

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
右
側
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
大
型
ビ
ー
ム
砲
、
百
之
助
の
武
御
雷
を
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
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し
た
も
の
だ
が
威
力
は
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
発
射
す
る
場
合
脇
下
を
通
し
て
展
開
す
る
。

　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
１
の
物
と
一
緒
。

　　
防
御
兵
装

　
マ
ギ
リ
フ
レ
ク
タ
ー

　
他
の
機
体
に
比
べ
て
防
御
力
が
高
い
。

　　
機
動
ユ
ニ
ッ
ト

　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と
肩
部
の
大
型
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
（
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
２
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
大
幅
に
強

化
し
た
も
の
を
使
用
）

　
こ
の
機
体
も
元
に
な
っ
た
機
体
が
無
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
ー
　
船
坂
本
家
大
浴
場
に
て
　
ー

　
４
人
の
娘
た
ち
が
風
呂
で
お
喋
り
し
て
い
た
。

　「
明
後
日
入
学
式
だ
け
ど
…
皆
行
く
準
備
済
ま
せ
た
?
」

　
と
い
う
こ
の
少
女
は
黒
髪
黑
目
て
夢
結
に
よ
く
似
て
い
る
。

「
う
ん
バ
ッ
チ
リ
!
」

　
こ
う
答
え
た
少
女
は
天
葉
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

「
う
ん
…
」

　
気
の
弱
そ
う
な
楠
美
に
そ
っ
く
り
（
髪
の
毛
の
み
黑
）
な
こ
の
娘
は
楠
美
の
娘
だ
。

「
私
も
よ
?
」

　
そ
し
て
最
後
に
答
え
た
こ
の
娘
は
ロ
ザ
リ
ン
デ
の
娘
で
あ
る
。

「
ほ
ん
と
に
〜
?
貴
女
こ
の
前
そ
う
言
っ
て
忘
れ
物
結
局
し
た
で
し
ょ
?
」

「
そ
う
言
わ
な
い
で
よ
〜
結
姉
〜
今
回
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
ん
だ
か
ら
〜
」

「
後
で
確
認
し
ま
す
。
い
い
で
す
ね
?
天
音
。」
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「
ハ
ー
イ
…
」

「
ど
っ
ち
に
し
ろ
全
員
で
確
認
す
る
で
し
ょ
う
?
」

「
そ
う
だ
け
ど
…
椿
は
と
も
か
く
天
音
は
忘
れ
物
が
多
い
の
よ
!
」

「
姉
上
落
ち
着
い
て
…
」

　
と
、
椿
に
諭
さ
れ
る
が
…

「
毎
回
毎
回
忘
れ
物
す
る
天
音
が
悪
い
の
よ
!
」

　
と
、
天
音
の
頭
を
グ
リ
グ
リ
す
る
。

「
ご
め
ん
な
さ
〜
い
!
許
し
て
〜
結
姉
〜
」

「
し
っ
か
り
し
て
よ
!
お
父
様
が
台
湾
奪
還
し
た
英
雄
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
目
で
私
達
見
ら
れ
る
ん
だ

か
ら
!
」

「
わ
か
っ
て
る
よ
〜
…
」

　
ガ
ラ
…

「
…
四
人
と
も
仲
良
く
し
て
く
れ
よ
〜
?
」

　
こ
こ
で
登
場
し
た
人
物
は
百
之
助
だ
。

「「「
お
父
様
!?
」」」「
叔
父
様
!?
」

「
姉
妹
と
従
姉
妹
な
ん
だ
か
ら
頼
む
ぞ
〜
?
」

「「「「
ハ
ー
イ
」」」」
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体
を
洗
っ
て
浴
槽
に
入
っ
て
く
る
。

「
い
つ
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
か
?
」

「
ん
?
つ
い
さ
っ
き
だ
、
明
後
日
入
学
式
だ
ろ
う
?
だ
か
ら
帰
っ
て
来
て
み
た
。」

「
お
っ
父
様
〜
」

　
と
、
天
音
が
く
っ
つ
い
て
き
た
。
そ
れ
に
習
い
残
り
の
三
人
も
引
っ
付
く
。

「
よ
し
よ
し
…
に
し
て
も
見
な
い
間
に
大
き
く
な
っ
た
な
〜
こ
の
前
ま
で
赤
子
だ
っ
た
の
に
な
〜
」

　
と
、
頭
を
撫
で
る
。

「
何
時
ま
で
も
子
供
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

　
と
結
が
い
う
が
…

「
い
ー
や
子
供
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
供
だ
よ
。
可
愛
い
の
は
変
わ
ら
な
い
。」

「「「「
も
う
／
／
／
」」」」

　
と
、
顔
を
赤
ら
め
る
姿
が
母
親
そ
っ
く
り
だ
と
百
之
助
は
思
っ
た
。

「
さ
て
と
…
上
が
る
か
な
。
結
達
も
早
め
に
出
な
さ
い
」

「「「「
ハ
ー
イ
」」」」

　
と
百
之
助
は
お
風
呂
か
ら
出
て
い
っ
た
。

「
所
で
チ
ャ
ー
ム
は
?
」

「
準
備
終
わ
っ
て
る
け
ど
…
ま
だ
使
っ
て
な
い
の
あ
る
ん
だ
よ
ね
…
」
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「
そ
れ
っ
て
…
」

「
…
ア
ト
ミ
ッ
ク
バ
ズ
ー
カ
…
?
」

　
結
と
椿
の
顔
が
曇
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
!
」

　
な
ん
と
も
軽
い
受
け
答
え
で
あ
る
。

「
あ
ほ
か
!
あ
れ
は
お
い
そ
れ
と
使
っ
て
い
い
も
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
!
」

「
核
弾
頭
に
匹
敵
す
る
物
を
ど
こ
で
使
う
気
…
?
」

「
ハ
ァ
…
大
丈
夫
か
し
ら
?
」

　
と
反
応
は
三
者
三
様
で
あ
る
。

「
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
戦
局
を
ひ
っ
く
り
返
す
た
め
の
物
だ
か
ら
火
力
が
極
ふ
り
さ
れ
て
る
の
も
あ
る

ん
だ
よ
ね
…
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
２
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
は
特
に
そ
う
だ
も
ん
!
作
っ
た
人
ど
ん
な
気
持
ち
で
作
っ
た
ん
だ

ろ
?
」

「
死
ぬ
人
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
よ
…
そ
う
言
っ
て
た
。」

「
へ
え
〜
」

「
と
も
か
く
…
お
風
呂
出
た
ら
荷
物
整
理
し
て
寝
る
わ
よ
!
」

「「「
了
解
!
」」」
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そ
う
し
て
風
呂
を
出
た
後
荷
物
を
整
理
し
て
寝
た
。
余
談
で
は
あ
る
が
天
音
は
結
局
入
っ
て
な
い

物
が
あ
り
結
を
困
ら
せ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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門
出

　　
翌
朝
ー

「
は
ぁ
…
」

　
百
之
助
は
身
が
重
か
っ
た
の
と
…
柔
ら
か
い
感
触
が
あ
っ
た
の
で
目
が
覚
醒
し
確
認
し
た
ら
右
か

ら
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
、
結
、
天
音
、
椿
が
寝
て
い
た
。

「
最
近
帰
っ
て
や
れ
な
か
っ
た
か
ら
…
甘
え
ん
坊
が
炸
裂
し
て
る
な
ぁ
…
」

　
百
之
助
は
考
え
た
…
何
人
生
き
残
る
の
だ
ろ
う
か
と
…
そ
う
考
え
な
が
ら
頭
を
な
で
た
。

「
こ
の
子
達
が
リ
リ
ィ
に
な
る
と
決
心
し
て
か
ら
船
坂
の
戦
闘
技
術
す
べ
て
を
叩
き
込
ん
だ
け
ど
…
不

安
な
ん
だ
よ
な
ぁ
…
父
上
は
こ
ん
な
事
に
耐
え
て
た
の
か
よ
…
尊
敬
す
る
な
…
」

　
時
計
を
見
れ
ば
６
時
と
な
っ
て
い
た
。
自
身
は
起
き
た
か
っ
た
の
で
娘
た
ち
を
起
こ
す
。

「
朝
だ
ぞ
〜
起
き
ろ
〜
」

　
…
…
う
ん
と
も
す
ん
と
も
言
わ
な
い
の
で
最
終
手
段
に
出
た
。

　　
ケ
ー
タ
イ
の
音
楽
再
生
を
オ
ン
に
し
た
。

　
パ
ッ
パ
ラ
ッ
パ
…
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軍
の
起
床
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
す
と
…
…
…

　
ガ
バ
!

　
四
人
と
も
飛
び
起
き
た
。
天
音
が
嫌
そ
う
な
顔
で
言
う
。

「
も
〜
お
父
様
や
め
て
よ
〜
心
臓
に
悪
い
じ
ゃ
ん
…
」

「
揺
さ
ぶ
っ
て
も
全
く
起
き
な
い
お
前
た
ち
が
悪
い
。
そ
れ
に
な
ぜ
こ
こ
入
っ
て
っ
て
き
て
い
る
ん
だ

?
自
分
の
部
屋
あ
る
だ
ろ
う
?
」

「
え
〜
…
寂
し
い
じ
ゃ
ん
…
お
父
様
な
か
な
か
帰
っ
て
こ
な
い
し
…
お
母
様
た
ち
は
百
合
ヶ
丘
に
勤
め

て
て
会
え
な
い
し
…
」

「
今
日
か
ら
会
え
る
だ
ろ
?
確
か
中
等
部
だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
に
、
俺
の
学
友
も
教
官
で
居
る
は
ず

だ
し
な
。」

「
そ
う
い
え
ば
お
父
様
の
学
生
時
代
の
話
お
父
様
か
ら
聞
い
た
こ
と
な
い
ん
だ
け
ど
…
」

「
恥
ず
か
し
い
か
ら
言
わ
な
い
。
知
り
た
か
っ
た
ら
教
官
た
ち
に
聞
け
。
俺
か
ら
は
言
わ
な
い
よ
、
自

分
を
語
っ
て
る
み
た
い
で
嫌
だ
。」

「
ふ
〜
ん
…
」

「
ほ
ら
さ
っ
さ
と
こ
こ
か
ら
出
て
着
替
え
な
さ
い
。
ご
飯
は
一
緒
に
食
べ
よ
う
」

「「「「
は
ー
い
!
」」」」

　
そ
う
言
う
と
結
達
は
部
屋
か
ら
出
て
い
っ
た
。
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「
や
れ
や
れ
…
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
自
身
も
着
替
え
た
。

　
そ
の
後
、
ご
飯
を
楽
し
く
食
べ
て
出
発
時
刻
ま
で
ウ
ノ
を
し
て
遊
ん
だ
り
し
た
。

　　
ー
　
玄
関
前
に
て
　
ー

　
百
之
助
の
前
に
結
た
ち
が
整
列
し
て
い
た
。

「
俺
か
ら
２
つ
命
令
を
出
す
。
こ
れ
は
絶
対
に
守
れ
。
１
つ
目
は
一
所
懸
命
を
貫
け
!
２
つ
目
は
生
き

て
帰
っ
て
こ
い
!
理
由
は
死
ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
だ
が
生
き
て
た
ら
汚
名
を
削
ぐ
機
会
が
あ
る
!
そ
れ

に
お
前
た
ち
が
死
ぬ
と
悲
し
む
の
が
い
る
か
ら
な
!
俺
も
含
め
て
!
」

「「「「
ハ
ッ
!
」」」」

　
ザ
ッ
!

　
互
い
に
敬
礼
す
る
。
百
之
助
が
敬
礼
を
や
め
た
の
で
そ
れ
に
習
う
。

「
行
っ
て
来
い
!
そ
し
て
存
分
に
や
れ
!
」

「「「「
行
っ
て
き
ま
す
!
」」」」

「
分
か
れ
!
」

　
互
い
に
敬
礼
す
る
。

「「「「
以
後
の
行
動
に
か
か
り
ま
す
!
」」」」
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走
っ
て
車
に
乗
り
込
む
。

　
そ
し
て
運
転
席
の
人
物
に
声
を
か
け
る
。

「
葉
山
さ
ん
…
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

「
お
任
せ
く
だ
さ
い
旦
那
様
。」

　
百
之
助
は
、
敬
礼
し
て
そ
の
車
を
見
送
っ
た
。
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自
己
紹
介
大
会
?

　　
百
合
ヶ
丘
に
着
い
た
４
人
は
葉
山
を
見
送
っ
た
あ
と
、
職
員
に
案
内
さ
れ
て
寮
に
入
っ
て
荷
物
を
部

屋
に
収
納
し
、
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
い
た
。

「
ま
さ
か
…
天
音
は
椿
、
私
と
ア
ン
ネ
…
で
同
室
と
は
ね
…
」

「
ま
、
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
?
」

「
私
は
満
足
で
す
…
」

「
別
に
気
に
な
ら
な
い
わ
ね
。」

「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
?
寮
母
さ
ん
に
色
々
聞
き
に
行
く
?
」

「
何
を
聞
く
の
よ
…
」

「
チ
ャ
ー
ム
よ
。
ど
う
考
え
て
も
あ
そ
こ
の
ラ
ッ
ク
に
入
ら
な
い
で
し
ょ
?
」

「
こ
の
腕
輪
に
入
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
」

　
と
、
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
は
右
手
の
腕
輪
を
見
せ
る
。
因
み
に
同
じ
物
を
全
員
持
っ
て
い
る

「
そ
れ
も
そ
っ
か
。」

　
と
、
こ
こ
で
結
が
な
に
か
思
い
出
し
た
よ
う
で
…

「
所
で
拳
銃
と
刀
と
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
持
っ
て
き
て
る
よ
ね
?
」
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「
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
」

「
私
と
椿
は
そ
も
そ
も
刀
を
持
っ
て
な
い
け
ど
ね
」

「
そ
れ
は
言
わ
な
い
お
約
束
で
し
ょ
う
?
」

「
確
か
に
ね
」

　
そ
ん
な
話
を
し
て
い
た
ら
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。

「
は
ー
い
!
」

　
全
員
右
腰
の
拳
銃
に
手
を
添
え
て
代
表
と
し
て
結
が
対
応
す
る
。

　
ガ
チ
ャ
…

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
?
」

　
見
れ
ば
同
じ
く
新
入
生
二
人
が
外
に
立
っ
て
い
た
。
一
人
は
赤
髪
に
赤
い
目
、
二
人
目
は
緑
の
髪
に

紫
の
目
を
し
て
い
た
。
赤
髪
の
ほ
う
が
答
え
る
。

「
お
隣
さ
ん
だ
か
ら
挨
拶
に
来
た
ん
だ
よ
。
俺
は
赤
月
雫
っ
て
言
う
ん
だ
。
で
、
こ
っ
ち
が
」

「
緑
川
雀
で
す
…
」

「
こ
れ
は
ご
丁
寧
に
…
立
ち
話
は
何
な
の
で
中
で
や
り
ま
せ
ん
か
?
」

「
お
言
葉
に
甘
え
さ
せ
て
も
ら
う
ぜ
。
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す
」

「
お
邪
魔
し
ま
す
…
」

　
と
二
人
入
っ
て
来
た
。

21



「
あ
れ
?
こ
の
寮
っ
て
二
人
部
屋
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
?
」

　
残
り
の
三
人
を
見
て
目
を
見
開
い
て
言
う
。

「
あ
な
た
達
と
同
じ
様
に
遊
び
に
来
て
る
の
よ
」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
か
」

「
私
か
ら
自
己
紹
介
を
。
船
坂
結
で
す
」

「
船
坂
天
音
だ
よ
〜
」

「
船
坂
椿
…
」

「
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
・
フ
リ
ー
デ
グ
ン
デ
・
フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ト
ー
よ
」

　「
気
を
悪
く
し
た
ら
す
ま
ね
え
が
…
船
坂
っ
て
…
ア
ノ
船
坂
か
?
」

「
第
二
次
台
湾
奪
還
戦
の
こ
と
を
言
っ
て
る
な
ら
そ
う
よ
?
そ
の
娘
が
私
達
」

「
へ
え
…
っ
て
事
は
…
船
坂
百
之
助
大
将
は
チ
ャ
ー
ム
を
使
わ
な
い
っ
て
マ
ジ
な
の
か
?
」

「
い
い
え
、
完
全
自
立
型
の
を
使
っ
て
る
わ
よ
?
ソ
ヤ
だ
っ
た
か
し
ら
?
ほ
ん
と
に
私
達
と
同
じ
よ
う

な
外
見
の
チ
ャ
ー
ム
で
人
間
に
し
か
見
え
な
い
わ
」

「
マ
ジ
か
よ
…
ま
だ
第
４
世
代
の
チ
ャ
ー
ム
が
配
備
さ
れ
た
ば
っ
か
り
だ
ぜ
…
っ
て
ラ
ッ
ク
に
チ
ャ
ー

ム
無
い
じ
ゃ
ね
え
か
!
」

「
あ
〜
入
ら
な
い
の
よ
…
大
き
す
ぎ
て
…
」
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「
は
?
」

「
天
音
。」

「
は
い
は
〜
い
」

　
そ
う
言
っ
て
腕
輪
か
ら
チ
ャ
ー
ム
を
出
し
て
装
備
し
た
。

「
こ
れ
全
部
合
わ
せ
て
チ
ャ
ー
ム
な
の
よ
」

　
雫
の
目
は
見
開
か
れ
そ
し
て
感
想
を
口
に
す
る
。

「
は
?
多
く
ね
?
そ
し
て
で
か
く
ね
?
」

「
凄
い
!
凄
い
!
ど
こ
社
製
で
す
か
!
第
な
ん
世
代
で
す
か
!?
」

　
雀
が
い
き
な
り
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
超
舌
に
な
り
始
め
た
。

「
お
、
落
ち
着
い
て
…
こ
れ
は
私
の
家
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
本
気
で
作
っ
た
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
っ
て
い

う
試
作
機
よ
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
２
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
。
広
範
囲
殲
滅
型
の
チ
ャ
ー
ム
よ
。」

「
っ
て
事
は
３
人
と
も
!
」

「
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
よ
」

「
貴
女
は
!
何
の
チ
ャ
ー
ム
を
!?
」

　
と
、
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
に
食
い
つ
い
て
き
た
。

「
私
も
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
よ
全
部
合
わ
せ
て
５
機
あ
る
わ
」
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因
み
に
Ｇ
Ｐ
Ｃ
ー
０
０
も
あ
る
の
だ
が
そ
れ
は
結
の
弟
が
持
っ
て
い
る
。

「
残
り
一
機
は
他
の
人
が
持
っ
て
る
け
ど
ね
。」

「
凄
い
で
す
ね
!
量
産
は
し
な
い
ん
で
す
か
!?
」

「
お
い
…
一
回
落
ち
着
け
。
す
ま
ん
同
室
が
。」

「
す
み
ま
せ
ん
…
」

　
雀
は
完
全
に
や
ら
か
し
た
と
思
っ
た
ら
し
く
沈
ん
て
い
た
。

「
い
い
え
構
わ
な
い
わ
。
量
産
は
し
な
い
と
思
う
わ
。
恐
ろ
し
く
コ
ス
パ
悪
い
も
の
」

　
そ
こ
に
天
音
が
補
足
す
る
。

「
多
分
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
も
高
過
ぎ
て
作
れ
な
い
か
ら
打
ち
止
め
だ
と
思
う
よ
〜
?
」

「
で
も
オ
ッ
ト
ー
さ
ん
は
何
で
Ｇ
Ｐ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
を
?
」

「
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
で
良
い
わ
よ
雀
さ
ん
。
私
の
母
が
船
坂
大
将
の
姉
だ
か
ら
よ
」

「
な
る
ほ
ど
…
」

「
所
で
貴
女
達
は
な
ん
の
チ
ャ
ー
ム
を
?
」

「
ア
ス
テ
リ
オ
ン
だ
」

「
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
で
す
」

「
へ
え
…
っ
て
言
う
か
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
使
っ
て
る
人
い
た
ん
だ
〜
」

　
こ
の
瞬
間
雀
の
表
情
が
曇
っ
た
の
を
結
は
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
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「
天
音
!
」

「
へ
ー
い
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
」

「
え
?
」

「
貴
女
の
チ
ャ
ー
ム
を
侮
辱
し
た
よ
う
な
物
だ
わ
。
こ
ち
ら
の
落
ち
度
で
す
。
妹
に
代
わ
り
謝
罪
し
ま

す
。」

「
い
え
そ
ん
な
!
」

「
結
姉
…
私
、
以
外
だ
っ
た
だ
け
で
侮
辱
し
た
わ
け
じ
ゃ
無
い
よ
?
そ
も
そ
も
私
の
元
々
の
愛
機
ダ
イ

ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
だ
よ
?
」

「
あ
れ
?
そ
う
だ
っ
た
か
し
ら
?
」

　
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
が
肯
定
し
た
。

「
確
か
に
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
使
っ
て
た
わ
ね
…
」

　
疑
問
に
思
っ
た
天
音
が
雀
に
聞
く

「
で
も
何
故
に
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
?
」

「
そ
れ
は
…
母
が
現
役
時
代
に
使
っ
て
た
の
が
ダ
イ
ン
ス
レ
イ
フ
カ
ー
ビ
ン
だ
っ
た
か
ら
で
す
…
」

「
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
そ
う
な
る
わ
ね
…
で
?
何
故
貴
女
は
ア
ス
テ
リ
オ
ン
を
使
う
の
か
し
ら
?
」

「
近
接
戦
闘
で
扱
い
や
す
い
か
ら
だ
俺
は
元
々
剣
術
や
っ
て
た
か
ら
な
」
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「
あ
ー
な
る
ほ
ど
…
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
結
は
…
刀
を
見
せ
る
。

　「
す
げ
え
…
船
坂
の
人
間
は
刀
を
持
っ
て
る
っ
て
ホ
ン
ト
な
ん
だ
な
」

「
私
と
椿
は
持
っ
て
な
い
わ
。
そ
の
か
わ
り
こ
れ
が
あ
る
け
ど
」

　
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
は
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
見
せ
て
起
動
す
る
。

　
ブ
ウ
ン
!

「
お
〜
」

「
凄
い
…
」

　
こ
ん
な
話
を
し
た
あ
と
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
た
が
…

　
結
は
時
間
を
見
て
…
青
ざ
め
た
。
夜
ご
飯
の
時
間
に
な
っ
て
た
か
ら
だ
。

「
い
け
な
い
!
晩
ご
は
ん
の
時
間
よ
!
」

「
う
っ
そ
ぉ
!
」

「
急
い
で
!
」

　
と
、
こ
ん
な
感
じ
で
ド
タ
バ
タ
だ
っ
た
。

26  自己紹介大会?



入
学
式
、
そ
し
て
決
闘
!?

　　
翌
日
、
入
学
式
を
参
加
す
る
為
に
４
人
は
体
育
館
に
向
か
う
。
人
だ
か
り
の
中
に
昨
日
の
二
人
が
見

え
た
の
で
声
を
か
け
る
。

「
ご
き
げ
ん
よ
う
雀
さ
ん
、
雫
さ
ん
。」

「
お
う
!
」

「
ご
き
げ
ん
よ
う
…
」

「
こ
れ
は
何
の
騒
ぎ
で
す
か
?
」

「
血
の
気
の
多
い
生
娘
共
が
決
闘
も
ど
き
を
し
よ
う
っ
て
話
だ
。」

「
え
!?
何
そ
れ
楽
し
そ
う
!
」

「
あ
〜
ま
〜
ね
〜
?
」

「
冗
談
だ
よ
〜
…
」

「
あ
、
な
、
た
、
の
!
場
合
そ
れ
じ
ゃ
す
ま
な
い
で
し
ょ
う
が
!
」

　
と
頭
を
グ
リ
グ
リ
す
る
。

「
や
め
て
や
め
て
!!
冗
談
だ
か
ら
〜
許
し
て
ぇ
〜
」

　
流
石
に
大
声
で
天
音
が
叫
ん
だ
の
で
一
斉
に
振
り
向
く
。
そ
し
て
腰
に
つ
い
て
る
も
の
を
見
て
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口
々
に
言
う
…

「
拳
銃
?
な
ん
て
野
蛮
な
…
」

「
刀
な
ん
て
下
げ
て
る
わ
」

「
筒
状
の
物
は
何
か
し
ら
…
」

　
こ
れ
に
は
結
が
舌
打
ち
を
す
る
。

　
…
…
チ
ッ
!

　
騒
ぎ
の
中
心
人
物
が
結
に
声
を
か
け
た
。

「
ね
え
〜
そ
こ
の
あ
な
た
〜
?
私
と
チ
ャ
ー
ム
を
交
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
し
ら
ぁ
〜
?
」

「
貴
女
は
誰
か
?
」

「
あ
ら
こ
ワ
ァ
〜
イ
〜
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
わ
〜
」

　
こ
れ
に
は
流
石
に
悪
寒
を
覚
え
た
。

「
先
に
名
乗
っ
て
も
ら
お
う
か
し
ら
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
…
拳
銃
…
１
４
年
式
南
部
拳
銃
に
手
を
添
え
た
。

「
や
る
気
ね
〜
私
は
鷹
司
綾
（
た
か
つ
か
さ
　
あ
や
）
よ
〜
」

　
余
談
で
は
あ
る
が
こ
の
娘
は
あ
の
遠
藤
亜
羅
椰
の
娘
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
ご
丁
寧
に
…
船
坂
結
よ
。」

「
へ
え
…
あ
の
船
坂
?
」
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「
ご
想
像
に
お
ま
か
せ
す
る
わ
」

　
チ
ャ
キ
ン
!
カ
キ
ン
!
ガ
チ
ャ
!
チ
ャ
キ
ン
!
カ
チ
ャ
。

　
弾
を
実
弾
か
ら
非
殺
傷
の
ゴ
ム
弾
に
変
え
ホ
ル
ス
タ
ー
に
戻
す
。
そ
し
て
刀
を
抜
く
。

「
チ
ャ
ー
ム
は
使
わ
な
い
の
か
し
ら
ぁ
〜
?
」

「
私
の
チ
ャ
ー
ム
は
、
火
力
が
高
す
ぎ
て
周
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ご
と
吹
き
飛
ば
し
か
ね
な
い
も
の
だ
か

ら
こ
の
刀
と
…
こ
れ
で
相
手
す
る
わ
」

　
右
手
に
刀
を
左
手
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
ド
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
構
え
る
。

　
ブ
ウ
ン
…

　
起
動
す
る
と
赤
く
光
る
刃
が
形
成
さ
れ
た
。

「
フ
フ
フ
…
そ
う
こ
な
く
っ
ち
ゃ
ね
!
」

　
そ
う
言
っ
て
い
き
な
り
上
段
か
ら
チ
ャ
ー
ム
…
ア
ス
テ
リ
オ
ン
を
抜
き
放
ち
斬
り
か
か
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
で
受
け
止
め
刀
で
下
段
か
ら
切
り
上
げ
る
。

「
ツ
!
」

　
綾
は
、
刀
を
緊
急
回
避
、
距
離
を
取
る
。

「
バ
レ
バ
レ
よ
も
う
少
し
隠
し
な
さ
い
奇
襲
の
意
味
が
な
い
わ
…
こ
う
や
る
の
よ
!
」

　
今
度
は
結
が
斬
り
か
か
る
。
そ
の
際
瞬
間
移
動
し
た
よ
う
に
見
え
た
。

「
縮
地
!?
」
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「
え
え
、
で
も
こ
の
縮
地
は
武
道
の
縮
地
で
レ
ア
ス
キ
ル
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
!
」

　
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
で
流
れ
る
よ
う
に
斬
り
か
か
る
。
そ
れ
を
ア
ス
テ
リ
オ
ン
で
受
け
よ
う
と
す
る

が
…

「
遅
い
わ
よ
?
」

　
ア
ス
テ
リ
オ
ン
を
…
躱
し
、
喉
元
に
突
き
つ
け
ア
ス
テ
リ
オ
ン
を
刀
で
受
け
る
。

「
…
完
敗
よ
…
」

　
そ
う
言
う
と
周
り
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
確
認
し
て
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
左
腰
に

吊
る
し
直
し
刀
を
回
転
さ
せ
て
納
刀
し
、
相
手
に
一
礼
す
る

　「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
こ
ち
ら
こ
そ
勉
強
に
な
っ
た
わ
ぁ
〜
次
は
チ
ャ
ー
ム
を
抜
か
せ
て
見
せ
る
か
ら
期
待
し
て
〜
?
」

「
楽
し
み
に
し
て
る
わ
」

　
そ
う
し
て
手
を
握
っ
て
綾
を
立
た
せ
る
と
、
教
師
が
来
た
。

「
こ
れ
!
何
を
や
っ
て
お
る
か
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!
入
学
式
初
日
か
ら
や
る
阿
呆
が
何
処
に
お
る
か
!
た
わ

け
!
早
う
入
ら
ぬ
か
!
」

　
ギ
ン
で
あ
る
。
因
み
に
百
合
ヶ
丘
の
教
師
は
初
等
部
か
ら
高
等
部
ま
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い

る
。
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「
誰
か
と
思
え
ば
ギ
ン
じ
ゃ
無
い
で
す
か
」

「
お
お
〜
結
か
大
き
く
な
っ
た
の
ぉ
〜
…
…
で
は
無
く
て
じ
ゃ
な
!
え
え
ぃ
小
娘
共
さ
っ
さ
と
準
備
せ

ぬ
か
!
」

　
と
、
ギ
ン
に
叱
責
さ
れ
な
が
ら
の
入
学
式
と
な
っ
た
。

　
因
み
に
結
と
、
綾
は
反
省
文
を
書
か
さ
れ
た
こ
と
を
こ
こ
に
追
記
し
て
お
く
。
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ク
ラ
ス
分
け
。
そ
し
て
父
と
、
母
の
元
戦
友

　　
入
学
式
の
後
、
ク
ラ
ス
分
け
が
発
表
さ
れ
、
各
自
の
ク
ラ
ス
に
移
動
す
る
。

　
結
は
、
ク
ラ
ス
分
け
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
い
た
。
他
の
メ
ン
ツ
も
同
様
で
あ
る
。

「
椿
組
ね
、
全
員
。」

「
珍
し
い
ね
〜
だ
っ
て
同
じ
家
の
人
間
が
４
人
も
居
る
ん
だ
よ
ね
〜
」

「
…
裏
あ
り
そ
う
…
」

「
あ
の
事
に
気
付
い
た
と
か
?
」

「「「
そ
れ
は
無
い
」」」

　
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
に
三
人
が
突
っ
込
む
雫
は
そ
れ
が
気
に
な
っ
た
よ
う
で
…

「
結
、
あ
の
事
っ
て
な
ん
だ
?
」

「
あ
〜
知
ら
な
い
方
が
い
い
と
思
う
…
」

「
水
臭
い
こ
と
言
う
な
よ
。」

「
こ
こ
で
言
う
の
も
な
ん
だ
か
ら
後
で
ね
」

「
…
…
了
解
」

　
初
め
て
の
ク
ラ
ス
で
初
め
て
の
人
が
多
い
よ
う
だ
。
周
囲
を
観
察
し
て
い
た
結
が
呟
く
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「
…
…
…
こ
こ
の
生
徒
全
員
編
入
組
ね
。」

「
え
?
」

　
雀
が
な
ん
で
そ
ん
な
と
こ
が
分
か
る
の
か
と
い
う
顔
を
し
て
い
た
。

「
雰
囲
気
が
ま
ば
ら
な
の
よ
。
実
戦
を
経
験
し
て
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
、
風
格
が
違
う
の
が
ち
ら

ほ
ら
居
る
の
よ
。
そ
れ
に
、
明
ら
か
に
こ
こ
の
環
境
に
い
た
娘
が
一
人
も
居
な
い
。」

「
な
ん
で
そ
う
思
っ
た
ん
で
す
か
?
」

「
…
…
百
合
ヶ
丘
に
元
々
い
た
の
な
ら
ば
感
じ
る
雰
囲
気
と
感
覚
が
こ
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
感
じ
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
全
員
編
入
組
よ
。
私
の
母
も
父
も
こ
こ
の
卒
業
生
だ
か
ら
分
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
ね
」

「
な
、
な
る
ほ
ど
」

「
け
れ
ど
お
か
し
い
…
こ
の
ク
ラ
ス
だ
け
編
入
組
っ
て
…
何
か
あ
る
の
か
し
ら
…
」

　
と
考
え
て
い
た
時
に
、
一
人
の
女
性
が
入
っ
て
来
た
。
外
見
は
ま
だ
十
代
に
見
え
る
。
紫
色
の
髪
に

グ
リ
ー
ン
の
目
を
し
た
女
性
だ
。

「
は
い
は
い
、
皆
さ
ん
席
に
つ
き
な
さ
い
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
始
め
る
わ
よ
」

　
全
員
席
に
つ
い
た
。

「
今
日
か
ら
こ
の
ク
ラ
ス
の
担
任
に
な
る
番
匠
屋
依
奈
で
す
。
よ
ろ
し
く
。
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
聞
い
て
頂
戴
。」

　
早
速
、
結
が
手
を
上
げ
る
。
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「
は
い
、
そ
こ
の
方
、
船
坂
結
さ
ん
」

「
は
い
こ
の
ク
ラ
ス
編
成
…
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
?
」

「
ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
か
し
ら
?
」

「
強
い
て
言
う
な
ら
ば
雰
囲
気
と
オ
ー
ラ
が
全
員
違
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
百
合
ヶ
丘
特
有
の
雰
囲

気
の
方
は
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
教
官
し
か
い
ま
せ
ん
し
、
実
戦
を
経
験
し
て
る
方
と
そ
う
で
な
い
方
の
雰

囲
気
と
オ
ー
ラ
が
、
別
々
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
…
ち
な
み
に
貴
女
は
実
践
経
験
は
あ
る
の
か
し
ら
?
」

「
は
い
、
あ
り
ま
す
」

「
で
も
書
類
に
は
普
通
の
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
?
」

（
や
っ
ぱ
り
そ
う
き
た
か
…
）

「
３
年
前
に
大
き
な
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
よ
ね
?
」

「
第
二
次
台
湾
奪
還
戦
ね
…
…
貴
女
ま
さ
か
!?
」

「
そ
う
、
そ
の
ま
さ
か
で
す
。
元
第
８
空
挺
師
団
に
参
加
し
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
天
音
、
ア
ン
ネ
リ
ー

ゼ
、
椿
も
で
す
。」

　
ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
…
…

　
こ
れ
に
は
ク
ラ
ス
中
が
ざ
わ
つ
い
た
。
そ
し
て
依
奈
は
天
を
仰
い
た
。

「
ま
さ
か
…
百
之
助
が
自
身
の
娘
を
自
ら
戦
場
に
放
り
込
ん
だ
と
言
う
の
…
」
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「
い
い
え
、
自
ら
志
願
し
ま
し
た
、
経
験
を
積
む
為
に
。」

「
貴
女
達
…
一
歩
間
違
え
て
た
な
ら
死
ん
で
た
わ
よ
…
」

「
え
え
、
別
に
構
い
ま
せ
ん
名
誉
の
戦
死
な
ら
ば
我
が
一
族
の
本
懐
な
れ
ば
。」

「
ま
さ
し
く
船
坂
家
の
典
型
的
な
考
え
方
ね
。
同
じ
事
を
百
之
助
、
い
え
、
帝
政
大
日
本
帝
国
近
衛
軍
大

将
、
第
一
遠
征
打
撃
軍
司
令
官
兼
突
撃
擲
弾
兵
総
監
船
坂
百
之
助
が
言
っ
て
い
た
わ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
父
の
戦
友
で
し
た
か
」

「
元
よ
、
そ
れ
に
私
も
貴
女
と
同
じ
戦
場
に
い
た
わ
…
見
る
も
の
す
べ
て
が
地
獄
で
…
辛
く
な
っ
て
…

そ
れ
で
教
官
を
し
て
い
る
の
」

「
そ
う
で
し
た
か
…
お
疲
れ
様
で
し
た
…
少
佐
」

「
な
ぜ
私
の
階
級
を
?
」

「
父
が
な
ぜ
あ
の
馬
鹿
は
こ
の
職
に
付
い
た
の
だ
!
と
、
言
っ
て
ま
し
た
か
ら
ね
。」

「
や
っ
ぱ
り
彼
と
同
じ
様
に
は
な
れ
な
い
わ
ね
…
彼
を
支
え
ら
れ
た
な
ら
良
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
。」

「
父
は
、
こ
う
も
言
っ
て
ま
し
た
、《
俺
は
運
が
良
か
っ
た
、
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
た
。
だ
か
ら
そ

れ
を
少
し
で
も
返
し
た
い
、
…
が
戦
い
し
か
知
ら
な
い
が
故
に
、
戦
い
続
け
る
こ
と
で
返
し
た
い
。
そ

し
て
ま
だ
見
ぬ
子
孫
た
ち
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
明
日
を
生
き
る
人
々
の
為
に
奴
ら
を
殲

滅
す
る
ま
で
戦
い
続
け
る
こ
と
で
俺
の
祈
り
と
し
た
い
。》
と
」

「
…
…
あ
の
バ
カ
…
」
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「
番
匠
屋
教
官
、
父
は
、
あ
な
た
に
向
け
て
こ
う
言
っ
て
ま
し
た
。《
貴
女
に
マ
ギ
の
加
護
が
あ
ら
ん
事

を
》
と
」

　
こ
の
言
葉
は
運
命
の
囚
人
が
別
れ
際
に
言
う
も
の
で
あ
る
。
船
で
言
う
貴
船
の
航
海
と
無
事
を
祈

る
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

「
そ
う
…
彼
ら
し
い
わ
ね
…
さ
て
と
、
全
員
自
己
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
。」

　
そ
う
依
奈
は
気
を
取
り
直
し
て
言
っ
た
。
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